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A．研究目的 

 日本移植学会の立場から臓器提供推進と

肝移植の成績向上を目指す。 

 

B．研究方法 

１）COVID-19 拡大状況において移植医療

を維持するための方策を探索するため、臓

器提供と移植数の実態調査、移植患者の

COVID-19 感染状況調査、移植施設・患者

への情報発信をおこなう。  

２）多施設実態調査の結果からリツキサン

脱感作療法・抗体関連拒絶治療の有効性を

検証する。 

（倫理面への配慮） 

 臨床研究は東京大学倫理委員会で審査承

認されている。情報収集において個人情報

への配慮を行なった。 

 

C．研究結果 

１）第 3 波で 2020 年 12 月には心停止後も

脳死下も臓器提供が全くない状況に陥った

がその後、徐々に増加し、2021 年 1 年間で

脳死下提供 67 件、心停止下提供 12 件とな

り、死体からの全移植数は 317 件となった。

これは 2020 年とほぼ同数で、過去最高数の

臓器提供があった 2019 年と比べると 40％

減少となる。ただ、2021 年 11 月より月 10

件と増加傾向にある。生体移植は 2021 年は

コロナ禍以前に回復している。 

２）肝臓、膵臓、心臓、小腸で有効性と安全

性が確認された。 

 

D．考察 

 COVID-19 に関する情報不足、PCR 検査

未整備、治療薬・ワクチンがない状況で一旦

控えた移植であるが、情報の集積と検査体

制とワクチン・治療薬の普及により移植医

療はコロナ禍以前の状況に戻りつつある。

デルタ株に続くオミクロン株の感染で社会

全体の感染者数は爆発的に増加したにも関

わらず 2021 年は臓器提供は減少ぜずむし

ろ増加傾向にある。医療崩壊が叫ばれる救

急現場で終末期医療における臓器提供の選

択提示が現場の努力で弛まなく維持されて

いる。 

 抗体関連拒絶に対するリツキサンの予防

効果と治療効果について後ろ向き実態調査

が実施され腎臓については 2020 年に報告

され、2021 年は肝臓、膵臓、心臓、小腸で

有効性と安全性が報告された。2018 年に実

施された腎移植における企業治験と腎以外

の臓器に対して実施された特定臨床研究の

研究要旨 日本移植学会の立場から臓器提供推進と肝移植の成績向上を目指す 

COVID-19 拡大状況において移植医療を維持するための方策を探索する為、2020 年 2

月に移植学会内に COVID-19 対策委員会を設置し、情報収集・指針発信・移植患者感染

者登録・実態調査を行った。心臓、肺、肝臓などの生命に関わる移植は維持され、一旦控

えた生体腎移植も秋には回復した。最新情報収集と発信による医療者・患者教育の重要

性と有用性が確認された。移植学会は、抗体関連型拒絶の予防と治療に、有効な治療法を

確立し保険収載にするために、抗 CD20 抗体（リツキサン）の後ろ向き実態調査と前向

き治験と臨床研究を実施している。本研究において肝臓、膵臓、心臓、肺におけるリツキ

サンの有効性と安全性が後ろ向き実態調査で確認された。 
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結果の集計を待って PMDA と協力して保

険収載を目指す。現時点で HIV 関連移植患

者における術前脱感作と術後抗体関連拒絶

の報告はないが、今後、リツキサンの有効性

と安全性を検証していく必要がある。 

 

E．結論 

 パンデミック下において移植医療を維持

するため、情報収集と体制整備が重要であ

ることが確認された。リツキサンの有効性

と安全性が確認された。 

 

F．健康危険情報 

 なし 
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H．知的財産権の出願・登録状況（予定を含

む。） 

 １．特許取得 

該当せず 

 ２．実用新案登録 

該当せず 

 ３．その他 

該当せず 

 

 


